
様式（１）-①

都市再生整備計画

西部
せ い ぶ

地区
ち く

(都市
と し

景観
け い か ん

形成
け い せ い

地域
ち い き

)

北海道
ほ っ か い ど う

函館市
は こ だ て し

令和６年８月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 120 ha

令和 6 年度　～ 令和 10 年度 令和 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 R５年度 R10年度

％ R５年度 R10年度

都道府県名 北海道 函館市
は こ だ て し

西部
せ い ぶ

地区
ち く

(都市
と し

景観
けいかん

形成
けいせい

地域
ち い き

)

計画期間 交付期間

大目標：西部地区ならではの暮らしと風景の構築
　目標１：歴史的な町並み景観を生かした活性化と賑わいの創出
　目標２：安全・安心で快適なまちぐらしの実現

　函館市の西部地区は，我が国最初の国際貿易港として海外に門戸を開いた函館発祥の地であり，異国情緒漂う歴史的な町並みや美しい景観など魅力的な環境に，ここで生活する方々の日常の暮らしが相まって，市民のみならず多くの観光客が訪れる地区となってい
るが，近年，人口減少や高齢化等によりまちの活力は低下し，空家・空地が増加するなど，地区の魅力を失いかねない状況にある。このため，将来にわたって持続可能な西部地区ならではの暮らしと風景を構築し，市内外の多様な方々の移住などによる定住人口の回復
と交流人口の底上げを目的とする西部地区再整備事業を実施するため，令和元年７月に「函館市西部地区再整備事業基本方針」を策定し，この基本方針に定める将来像の実現を図るため，３つの重点プロジェクトに取り組んでいる。
　〇共創のまちぐらしプロジェクト
　　 地域住民をはじめ，市民やまちづくりに関わる関係者等と行政が連携し，共創によるまちづくりを行う仕組みを構築する。
　〇既存ストック活性化プロジェクト
　　 空家・空地，未接道敷地などの課題を抱える低未利用不動産等について，民有地，公有地を含めた活用策を検討し，良好な宅地の供給や生活利便施設の導入，交流施設の拡充を進め，低未利用不動産等の流通活性化を図る。
　〇町会活性化プロジェクト
　　 新たな人材が町会に関わり，課題等についての状況分析とその解決に向けた方策の検討を町会と協働で行いながら町会活性化を推進する。
　また，函館市と地元企業等の出資により，「株式会社はこだて西部まちづくRe-Design」を令和３年７月に設立し，同年１０月に都市再生推進法人の指定を受け，公有不動産の「旧北海道庁函館支庁庁舎」や民有不動産の「旧大洋漁業函館営業所」の利活用を行うなど，
官民連携でまちづくりに取り組んでいるほか，当該地区の土地所有者や事業者，専門家などがグローバルな視点から地区の共通の目標像を描き，地域課題を解決するための民間団体が設立されるなど，当該地区のエリア価値向上への機運が高まってきている。

・低未利用不動産等の増加などによる，歴史的町並み景観の魅力低下。
・少子高齢化による地域コミュニティの低下などによる防災・防犯面への不安。
・地域経済の活性化やエリア価値の向上を図る民間活力の導入。
・地域住民と来訪者の交流による新たな賑わいや魅力を創出する施設の整備。

①函館市総合計画（2017-2026）（平成29年度策定）
　・まちの賑わいを再生し未来へ引き継ぐ
　・子ども・若者を育み希望を未来へつなぐ
　・いつまでも生き生きと暮らせるまちをめざす
　・日本一魅力的なまち函館を次世代へ継承
　・持続可能な都市の基盤を構築
②函館市立地適正化計画（2018-2030）（平成30年度策定）
　・人口減少のなかでも，生活サービスや地域コミュニティが持続的に確保されるよう，一定のエリアにおいて人口密度を維持
　・公共交通の利便性が高く，都市機能が集積している現在の商業・業務拠点を中心としたエリア内の生活サービス機能の維持・増進
③「ガーデンシティ函館」の実現を目指して（重点推進期間：2016-2030）（平成28年度策定）
　・住む人や訪れる人が，見て，歩いて，感じて楽しいまちづくり
　・まちの魅力向上による賑わいの創出と交流人口の拡大
　・将来にわたって持続する国内屈指の都市ブランドの確立
　【西部地区】
　・異国情緒と懐かしさが感性に響くまち　　・開港の歴史と文化が息づく函館発祥の地　　・住み続けて磨かれる新しいまち景観への進化　　・歩きたくなる仕掛けづくり
④函館市西部地区再整備事業基本方針（2019-）（令和元年策定）
　・空き家・空き地の解消や災害時の備えを拡充することで街区内の安全・安心感を高めるとともに，生活に関するサービスの充実などにより暮らしの質を向上させる。
　・働く場の創出などにより経済の活性化を図るとともに，観光アクセスの向上や観光資源の磨き上げなどを行い，新たな交流による賑わいや魅力を創出する。
　・豊かな自然や歴史的な町並みを次世代に継承するとともに，公有財産の利活用や民間の空き家・空き地等の流動化を図り，新たな住環境の整備を促進する。
　・居住意向のある若い世代や首都圏居住者等の移住を促進するとともに，新たな人材がまちに関わる機会を創出するほか，住民同士の新たなつながりを育む。

地域来訪観光客数
函館市の観光入込客数のうち西部地区を訪れた観光客数
(来函観光入込客数×観光動向調査による西部地区来訪
率)

歴史的な町並み景観を生かした地域の活性化やエリア価値の向
上により，来訪者の増加を図る

310万人／年 320万人／年

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

空き地率
地区内の空き地率
(道路などを除く土地面積に対する，未利用地の割合）

低未利用不動産等の流通活性化を促すことにより，地域コミュニ
ティの活性化や安全性・快適性の向上を図り，空き地率の改善を
図る

5.4% 4.7%



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【歴史的な町並み景観を活かした地域の活性化と賑わいの創出】
　・歴史的建造物等の利活用を促進し，地域の活性化や賑わいの創出につなげる。
　・歴史的町並み景観を保全・形成し，新たなまちづくり活動へ踏み出すための景観フォーラムを開催する。
　・公共施設や民間施設を活用した交流イベントを開催し賑わいを創出する。
　・地域住民と来訪者の交流による賑わいや魅力を創出する施設整備を行う。
　・民間事業者の活力や投資等を誘発し，経済の活性化やエリア価値向上につなげる。

【関連事業】　西部地区既存ストック活性化事業
【関連事業】　西部地区チャレンジショップ事業
【関連事業】　西小・中学校跡地活用事業
【関連事業】　大町ホテル事業
【関連事業】　空家等除去支援事業

【安心・安全で快適なまちぐらしの実現】
　・低未利用不動産等の利活用を促進し，地域コミュニティの活性化を図る。
　・安全で快適な居住環境を創出し，定住人口を維持する。
　・まちづくりへの関心を高め，持続的に関わる人材を育てる学びと実践の場を創出する。

【関連事業】　空家等改修支援事業
【関連事業】　西部まちぐらし共創サロン事業
【関連事業】　坂道ストリートファニチャー設置事業
【関連事業】　函館市道営住宅新築工事（仮称）西部地区団地

【その他官民協働の取り組み】
　・都市再生推進法人の設立（令和3年10月）
　・西部地区再整備事業を推進するため，学識経験者や町会などの関係団体から推薦された委員からなる「まちぐらし検討会議」による事業内容の検討や評価が行われている。
　・函館市西部地区再整備事業基本方針に掲げる重点プロジェクトの一つである「共創のまちぐらし推進プロジェクト」における取組として，令和４年度より，「西部地区における共創のまち育て」をコンセプトに，参加者同士の対話を通して，地域住民をはじ
め，市民やまちづくりに関わる参加者が西部地区の未来を考え，共有し，まちぐらしを語り合う場として，「函館西部まちぐらし共創サロン」を開催している。
　・「共創のまちぐらし推進プロジェクト」の一環として，暮らしに関わる「モノづくり」や「コトづくり」を市⺠が協働して⾏い、⽂化・⾵⼟・⽣活に根ざしたモノ・コトづくりの活動を興すことを⽬的とした「函館工作座」が設立した。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

ワーケーション拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設相当施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地 総合整備 事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

合計 0 0 0 0 0 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
函館市 随時 〇 R6 R10 －

民間事業者 12,550㎡ 〇 R6 R10 1,000

大町ホテル事業 函館市大町 民間事業者 3,000㎡ 〇 R7 R10 4,000

函館市 3件/年 〇 R6 R10 －

空家等除去支援事業 西部地区等 函館市 20件/年 〇 R6 R10 30

函館市 3件/年 〇 R6 R10 30

函館市 3回/年 〇 R6 R10 －

坂道ストリートファニチャー設置事業 幸坂通り 民間事業者 ２基 〇 R6 R8 －

北海道 3,500㎡ 〇 R7 R8 －

合計 5,060

-

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

交付対象事業費 - 交付限度額 - 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間
事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

細項目

西部地区

西小・中学校跡地活用事業 西小・中学校跡地

西部地区チャレンジショップ事業 函館市末広町

函館市道営住宅新築工事（仮称）西部地区団地 西小・中学校跡地

空家等改修支援事業 西部地区等

西部まちぐらし共創サロン事業 西部地区

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

事業

西部地区既存ストック活性化事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

西部地区(都市景観形成地域） 面積 120 ha 区域 函館市弥生町の全部，船見町，弁天町，大町，末広町，元町，豊川町の各一部

凡 例

都市再生整備計画区域

官公庁

国道

鉄道（ＪＲ）

函館市臨海研究所

函館市地域交流

まちづくりセンター
弥生小学校

函館市企業局

函館どつく前電停

大町電停

末広町電停

十字街電停



様式（１）-⑦-〇

地域来訪観光客数 (人／年) 310万人／年 (R５年度) → 320万人／年 (R10年度)

空き地率 (％) 5.4% (R５年度) → 4.7% (R10年度)

西部地区（都市景観形成地域）　整備方針概要図

目標
大目標：西部地区ならではの暮らしと風景の構築
　目標１：歴史的な町並み景観を生かした活性化と賑わいの創出
　目標２：安全・安心で快適なまちぐらしの実現

代表的
な指標

凡 例

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

国道

路面電車(市電)

伝統的建造物群保存地区

景観形成指定建築物等

景観登録建築物

函館どつく前電停

大町電停

末広町電停

十字街電停〇関連事業

・西小・中学校跡地活用事業

〇関連事業

・函館市道営住宅新築工事(仮称)西部地区団地

〇関連事業

・坂道ストリートファニチャー設置事業

〇関連事業

・西部地区チャレンジショップ事業

〇関連事業

・大町ホテル事業
〇関連事業

・西部地区既存ストック活性化事業

〇関連事業

・西部まちぐらし共創サロン事業

〇関連事業

・空家等除去支援事業

〇関連事業

・空家等改修支援事業

西部地区（都市景観形成地域）
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